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Ⅱ 学校関係者評価書（最終報告）



◎ 自己評価結果
◇確かな学力の向上について
○授業参観や来校した時の生徒の様子から、学校が落ち着いてよくなっていることがうかがえる。
この調子で学校がよくなっていってほしい。

〇テストの結果を見ると、安定していると言える。全国平均や県平均を超えているが、さらなる向上を望む。
〇テストの結果から考えると、授業改善は進んでいるようである。若い教師も多いと聞いているので、
これからもしっかりと研修に励んでほしい。

〇授業中の雰囲気はいいようである。子ども達がもっと積極的に発表するとよい。
○家庭学習の量が少なく、目標時間に達していない学年に対して、どう取り組んでいくのか、これから期待したい。
〇「授業アンケート」の結果を分析し、よりよい授業づくりを目指してほしい。

平成３０年３月１日

平成２９年度 太宰府市立学業院中学校 最終(後期）学校関係者評価書



◇豊かな心の育成について
○生徒が活気に溢れており、これは学校で取り組んでいることの成果であろう。学校の取組は評価できる。
〇生徒がよく挨拶をするようになった。学校だけでなく、地域でも挨拶がよくなったと聞く。子ども達はいい方向に
育っているようである。心が育っていると言えよう。

〇毎年のことだが、体育会と合唱コンクールの盛り上がりが素晴らしい。子ども達が一生懸命取り組んでいる姿が
見られる。この取組は継続してほしい。

〇道徳や人権教育の充実を図ってほしい。授業参観でも道徳や人権教育を公開してはどうか。
〇「いじめ」はなかなかなくならないと思う。学校側がしっかりと取り組んで解決を目指して欲しい。
〇各学年において体験学習が行われており、生徒にとってはいい体験になっていることと思う。
この活動を継続・発展させていくと、さらに心が育っていくであろう。

◇組織運営の充実について
○学校長を中心に職員が一体となって取り組んでいることがうかがえる。これからも頑張ってもらいたい。
○学校全体で連携がよくできており、情報・課題の共有を図る取り組みが行われている。
〇報告や連絡はよくできているようである。各分掌の数値が低いので、
課題を明確にしてよりよい組織運営を行えるとよい。

〇会議で入念に打ち合わせをすることが大切である。時間がないとは思うが、今のいい状態を保つ
ためにもしっかりと打ち合わせをしてほしい



◇教育環境の整備について
○学校を訪れた時に見かける「黙々清掃」は素晴らしい。子ども達は本当に話をせずに黙々と掃除に励んでいる。
子ども達がよくなっていることがわかる。

〇校内の掲示物を見ていると、生徒作品が多くなったように思われる。生徒の活動がわかり、とてもよい。
季節ごとの掲示物もあり、季節感を感じられてとてもよい。

〇教室がよく整備されている。子ども達が快適に生活する環境が整えられている。
〇学業院中学校の校舎は古く、所々、修理営繕が必要と思われる。事故のないように定期的な安全点検が必要である。
〇火災や地震についての備えはできているようである。非常時に敏速に動けるよう、
日頃から防災意識を持ち続けることが大切である。

◇配慮を要する生徒への指導について
○これから個に応じた指導が増えてくると思われる。学校はしっかりと配慮をして指導に当たってほしい。
〇学校が大好きという生徒がいる一方で、学校に来れていないとか、気になる生徒もいる。
そのような子ども達にもしっかりと目を向けて指導をしていただきたい。

〇学校だけで指導が困難であれば、色々な外部機関と連携を図り、指導をしていけばよい。
〇不登校生徒がなかなか減らない状態である。家庭や地域との連携が必要である。
〇これからも継続して安心安全の学校づくりに励んで欲しい。



◇地域・保護者との連携について
○コミュニティ・スクールは推進できている。学校と地域の連携は深まってきている。
〇地域行事に参加するだけでなく、役割を持って活動するようになったり、区長さんと事前に打ち合わせをするように
なったりしているところがいい。これからも中学生の活躍に期待している。

〇子ども達が地域行事に参加するようになってきている。
将来、地域に帰ってくる子ども達なので、これからも地域行事への参加を増やしていってほしい。

〇保護者との連携はある程度、できているようだ。ＰＴＡとこれからも連携をし、学校を盛り上げてほしい。
〇保護者の参加率はある一定水準に達しているようだが、全く参加していない保護者もおり、
そのような保護者をこれからどう取り込んでいくかが課題である。

〇家庭教育が課題である。各家庭にどのように啓発をしていくと、効果が得られるのか。
ＰＴＡと連携した取組が必要である。

◇その他
○コミュニティ・スクールの取組が進んでいることが、他の教育活動にもいい効果を表していると思う。
今後もコミュニティ・スクールを推進してほしい。

〇小学校との連携が課題である。中学校ブロックと言われているが、
小学校から見ると中学校の活動はわかりにくいところもある。

〇地域を巻き込んだ行事をしてはどうか。例えば、防災訓練など。
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Ⅲ 評価結果を受けた改善計画



平成３０年３月１日
平成２９年度太宰府市立学業院中学校 評価結果を受けた改善計画

【自校で改善できる内容】
○「確かな学力」の育成について
・思考力・判断力・表現力を高める授業づくりの推進を図る。
・基礎・基本の定着を図る。そのために家庭学習の指導を継続して行う。
・新学習指導要領の趣旨を踏まえた授業づくりの研究を行う。
○「豊かな心の育成」について
・道徳教育、人権教育のよりいっそうの充実を図る。
・学校行事や体験学習を通して、「豊かな心の育成」を図る。
・教師間や保護者、地域と連携し、生徒指導を充実させる。

○「組織運営の充実」について
・主任会や運営委員会を機能させ、各学年や分掌部会と連携する。
・校務分掌の見直しを図り、率先して活動できるようにする。
・学年部会で十分に協議できる雰囲気づくりをする。

○「教育環境の整備」について
・よりいっそう「もくもく清掃」に取り組めるよう、指導の充実を図る。
・生徒会の各委員会と連動した取り組みを行う。
・安全点検や防災教育の充実を図る。

○「配慮を要する生徒への指導」について
・各委員会を通して、情報交換を密にし、共通理解のもと、全職員で指導にあたる。
・ＳＣやＳＴ、ＳＳＷ、外部機関等と連携し、指導にあたる。

○「地域・保護者との連携」について
・年度初めにコミュニティ・スクールの方針を確認し、組織的に取り組む。
・学校、地域、保護者、それぞれの役割を確認し、連携して取り組む。



【地域の協力を得ながら改善していく内容】
・地域行事への参加率の向上。
・自治会長訪問による地域行事の打合せと、行事への参画。
・地域やＰＴＡと連携した「あいさつ運動」の取組。
・定期考査前や長期休業中の学生サポーターの活用。

【教育委員会の支援を得ながら改善していく内容】
○教育環境の整備、充実に努める。
・スクールカウンセラーやサポートティーチャー、学習支援員、ＳＳＷ等の人的配置の充実。
・危険箇所等の修理営繕。
・教育備品や消耗品の充実。
・生徒用図書、教師用図書の充実。
○教育活動の充実に努める。
・研究発表会や授業研究会、諸研修会における指導助言等の要請。
・学校行事の参観要請。
○生徒指導の充実に努める。
・生徒指導充実のための教育委員会への支援依頼や関係諸機関との連携・情報交換。


